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こ
の
見
直
し
に
は
「
運
転
士
の
資
質
の
維
持
管
理
」
と

「
運
転
免
許
制
度
等
の
見
直
し
」
の
2
項
目
が
あ
る
。
中
で

も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
鉄
道
事
業
動
力
車
操
縦
者
資
質
管
理

報
告
規
則
」
の
制
定
。
運
転
手
の
資
質
の
報
告
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
事
故
や
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
な
ど
報
告
に
上
が
ら

な
い
速
度
超
過
や
メ
ガ
ネ
の
装
着
忘
れ
、
携
帯
電
話
、
運
転

中
に
マ
ン
ガ
を
読
む
な
ど
の
問
題
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
処
罰
す
る
た
め
の
報
告
で
は
な
く
、
事
例
を
集
め

て
乗
務
員
に
ど
う
い
っ
た
問
題
が
共
通
し
て
い
る
か
を
調
べ

た
上
で
事
故
防
止
に
役
立
て
る
制
度
だ
。
そ
れ
以
外
に
、
福

知
山
線
事
故
以
降
重
大
事
故
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
分
析
を
行

い
、
そ
れ
を
鉄
道
会
社
に
還
元
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。
福
知
山
線
事
故
を
契
機
に
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
か
ら
学

ぶ
、
実
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

免
許
証
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
動
力
車
操
縦
者
試
験
の

筆
記
試
験
科
目
に
「
安
全
に
関
す
る
基
本
的
事
項
」
が
追
加

さ
れ
た
り
、
指
定
養
成
所
の
学
科
講
習
の
必
須
科
目
に
「
安

全
の
基
本
」
が
加
わ
る
な
ど
、
福
知
山
線
事
故
を
契
機
に
、

全
体
と
し
て
安
全
を
重
視
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

福
知
山
線
脱
線
事
故
の
最
も
大
き
な
教
訓
は
2
つ
あ
る
。

１
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ
っ
て
、
原
因
で
は
な

　
　
い
。

　

こ
れ
を
会
社
の
中
で
ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
く
か
が
大

切
だ
。

2
　
リ
ス
ク
（
危
害
の
発
生
確
率
×
被
害
の
大
き
さ
）
評
価

　
　
の
重
要
性

　

福
知
山
線
事
故
の
現
場
は
カ
ー
ブ
区
間
で
あ
り
、
あ
の
事

故
が
起
こ
る
ま
で
過
去
に
カ
ー
ブ
区
間
で
の
脱
線
事
例
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
。
関
係
者
は
旅
客
列
車
で
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ

ー
で
脱
線
事
故
が
起
こ
る
と
は
、
今
は
や
り
の
言
葉
で
い
え

ば
、
あ
ま
り
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
脱
線
事
故

が
起
こ
り
、
大
き
な
被
害
が
出
た
。
以
上
の
二
つ
は
、
福
知

山
線
事
故
の
も
っ
と
も
大
き
な
教
訓
で
、
こ
の
二
つ
を
今
後

の
安
全
対
策
で
ど
う
生
か
す
か
が
問
わ
れ
た
。
私
も
委
員
に

な
っ
た
J
R
西
日
本
の
有
識
者
会
議
の
中
で
も
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
制
度
的
な
導
入
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
議
論
に

な
っ
た
。

　

安
全
基
本
計
画
は
今
年
が
最
後
の
5
年
目
に
当
た
る
が
、

2
つ
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
事
故
直
後
の
1
ヶ
月
間
で
作
ら
れ
た
安
全
性
向

上
計
画
。
こ
れ
は
J
A
L
の
安
全
性
向
上
計
画
を
参
考
に
し

て
い
る
が
、
短
期
間
で
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
十

分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
2
年
10
カ
月
実
施
さ

　

福
知
山
線
脱
線
事
故
後
、
航
空
・
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会

が
事
故
調
査
を
開
始
、
報
告
書
は
2
年
2
ヶ
月
後
に
公
表
さ

れ
た
。
調
査
が
始
ま
っ
て
1
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
頃
、
当
時
の

J
R
西
日
本
の
社
長
ら
が
国
鉄
時
代
の
先
輩
だ
っ
た
事
故
調

の
委
員
に
接
触
し
て
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
。
事
故
調
査
は

ど
の
組
織
か
ら
も
独
立
し
て
厳
正
中
立
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
情
報
の
漏
え
い
が
あ
る
と
事
故
調
査
は
成
り
立
た

な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ブ
に
お
け
る
A
Ｔ
Ｓ
の
設
置
の

遅
れ
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
会
社
は
報
告
書
の
結
論
の

変
更
の
依
頼
ま
で
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
ほ
か
の
委
員

か
ら
否
定
さ
れ
、
変
更
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
が
発
覚

し
た
の
が
2
0
0
9
年
9
月
。
も
し
、
こ
う
し
た
働
き
か
け

に
よ
り
、
事
故
調
が
報
告
書
の
内
容
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
た
ら
、
事
故
調
の
解
体
論
ま
で
出
か
ね
な
か
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
2
0
0
9
年
1
2
月
、
こ
の
不
祥
事
問

題
を
検
証
す
る
委
員
会
が
運
輸
安
全
委
員
会
の
中
に
設
置
さ

れ
、
私
が
座
長
を
務
め
、
1
年
3
ヶ
月
か
け
て
保
存
さ
れ
て

い
た
資
料
等
の
再
チ
ェ
ッ
ク
や
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
2
0
1
1
年
4
月
に
報
告
書

を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
は
J
R
西
日
本
に
問
題
が
あ

っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
航
空
・

鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
側
に
も
問

題
、
弱
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
国

土
交
通
大
臣
へ
の
報
告
書
の
中
で
、

運
輸
安
全
委
員
会
の
組
織
改
革
を
行

う
よ
う
11
項
目
の
提
言
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
運
輸
安

全
委
員
会
の
組
織
改
革
が
始
ま
っ
た
。

今
、
運
輸
安
全
委
員
会
は
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
や
行
動
指
針
、
ロ
ゴ
の
作
成
、
組

織
問
題
、
情
報
公
開
な
ど
真
摯
に
改
革

を
進
め
て
い
る
。
1
9
9
2
年
以

来
、
日
本
に
し
っ
か
り
し
た
事
故
調

を
創
り
た
い
と
願
っ
て
運
動
し
て
き

た
が
、
そ
れ
が
ど
う
に
か
実
現
し
そ

う
だ
。
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
安
全

が
最
も
大
切
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ

た
品
質
の
も
と
利
便
性
や
快
適
性
、

運
賃
水
準
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
変
わ
っ
た
。

運
転
士
に
か
か
る
省
令
等
の
見
直
し
・
制
定

　
　
　
　
　
　
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
教
訓
と
は

リ
ス
ク
評
価
を
ど
う
す
る
か

　
　
　
　
　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
限
界
と
は

事
故
調
の
不
祥
事
と
運
輸
安
全
委
員
会
の
改
革


